
学校経営方針 
 

〔１〕基本姿勢 
日本国憲法ならびに教育基本法の精神に則ることはもとより、学習指導要領を意識し、全ての子

どもたちの可能性を引き出す「協働的な学び」「個別最適な学び」の実現にむけ、その基礎的な力

である非認知能力を生徒一人ひとりが引き出し、伸ばすことにあり、社会で自立して生きるための

力を培い、社会の形成者として必要な資質を養うことである。そうした生徒を育てることを念頭に

置き、以下のような方針を立て、教育目標の実現を図る。 
 
〔２〕教育目標 
自分で考え、判断し、行動できる生徒の育成 

 

〔３〕めざす学校像 

① 戦略的で柔軟な学校運営     ⑤力みなぎる生徒会活動 

② 安心して学べる学校環境     ⑥指導の方向性がそろった教職員集団 

③ 全生徒の学びを支える学習指導  ⑦校区で育てる校種間連携 

④ 自尊感情を高める生徒指導    ⑧丁寧な家庭との関わり 

 
 
 
 

〔４〕銘石（創立に伴う記念碑） 

 

 

〔５〕スローガン 

 
 

〔６〕本年度の重点目標 

確かな学びと自立を育む教育の充実 

１． 学校運営体制の確立 

（１）校長･教頭は校務全般にわたってリーダーシップを発揮し、責任を明確にした校務処理体制

を確立し、校内組織の活性化を図る。 

（２）小･中学校の円滑な接続を図るとともに、義務教育９年間を見通した学力向上の取り組みを

推進する。→校区校長会の設定・小中生徒指導連携会議設立（不登校対応含む） 

（３）各主任や主担のリーダーシップの下、信頼感に基づくチームワークで互いに学び合う機能的

組織体制（同僚性）を構築することで、教職員一丸となった学校改革の実現にあたる。 

２．学習指導について 

（４）小中一貫教育を踏まえ、９年間を見通した系統的・継続性のある学習指導を実施し、知･徳･

体の調和の取れた「生きる力」の育成をめざす。→小中合同研究会年３回開催 

（５）学習指導要領に基づいた、校内研究推進体制の確立を図り、授業づくり研究会を中心とした

校内研究の充実と公開授業･研究協議会等を通して教員の指導力向上と授業改善を図る。→

小中合同研究会年３回開催 

 

力のある学校 

飛 翔 

『Try it.』（挑戦） 

 



（６）授業の中で ICT機器を適正且つ効果的に活用し、指導方法の改善を図りながら、生徒の学力

向上につなげる。→ドリルパークの活用や、クラスルームの活用が増えているが、課題は教

え込み 

（７）「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け、学力向上担当者を中心とした組織的な取組み

を推進し、「Hirakata授業スタンダード」を踏まえた「長尾なかまづくりスタンダード」や

「ユニバーサルデザイン」の視点による授業改善及び家庭学習の充実をめざす。→課題は教

え込み 

【具体的な取り組み】 

○学習指導要領に基づいた教育課程を編成し、適正な年間標準授業時数を確保する。 

○教科部会を主体とした授業改善に取り組む。 

○生徒主体の学習活動（グループ学習、ペアワーク、生徒の発表等）を行う等、学び合いの学習指

導に取り組むことにより、人間関係づくりや確かな学力を育成する。 

○生徒主体の学習活動において、タブレットの有効活用についての研究・実践を推進し、生徒一人

ひとりがいきいきとした授業をめざす。 

○学習の基盤となる非認知能力を伸ばすための実践を行う。 

○各教科の指導において、ICT を適切に活用した授業実践（デジタルコンテンツの活用等）を行う

など、よりわかりやすいビジュアルな授業づくりに努める。 

○枚方市小中一貫英語教育については、これまでの取組の成果を生かし、NET を積極的に活用する

等、コミュニケーション能力の育成に取り組む。 

○人権作文、漢字一文字作文、調べ学習コンクール、ビブリオバトル等、生徒の学習意欲を喚起す

る取組を通じて、言語活動、コミュニケーション能力の育成に努める。 

○2年生の数学科と 2･3年生の英語科で少人数指導に取り組む。 

○基礎・基本の学習内容の確実な定着を図るため、国および府の学力等テストの結果等を活用し、

指導方法や指導内容の工夫改善を図る。 

○コンピュータ等を適切に活用し、情報活用能力を培い、情報リテラシーの育成に努める。また、

情報セキュリティ実施手順書に基づいて管理する。 

○身近な環境課題や自然とのふれあいを通して、地球規模の視点に立った環境教育を推進するとと

もに、SDGｓとの関連を図る。 

○地域等の協力を得ながら、地域行事への積極的な参加やボランティア活動などの社会体験を通じ

てその実践的態度を育成する。 

○学校図書館、学級文庫等を有効に活用しながら図書教育の充実に努め、読解力及び思考力を向上

させることで感性及び表現力を高め、創造力豊かな生徒の育成に努める。 

○学校図書館司書、司書教諭、教科担が互いに連携し、学校図書館を活用した読書活動及び調べ学

習を各教科、総合的な学習等の時間に行い、生徒が自ら考え自ら学ぶ力の育成に努める。 

○教育効果を高めるため、指導と評価の一体化を図り、評価規準および評価基準等を生徒・保護者

に具体的に示すことで信頼性の構築と説明責任を果たす。 

３．進路指導について 

（８）一人ひとりの考え方、生き方等を尊重し、生徒が目標を持ち、学ぶことと自己の将来とのつ

ながりを見通しながら、主体的に進路選択・決定ができるよう、組織的・系統的な指導・支

援を行う。 

 



（９）急激に変化する時代の中で、一人ひとりの生徒が多様な人々と協働しながら様々な社会的変

化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手となることができるよう、

実社会とのつながりを意識し、系統的に学ぶキャリア教育を推進する。 

（10）1年生職業講話、2年生職場体験或いはそれに代わる取り組み、3年生進路選択など、３年間

を見通した系統的なキャリア教育に取り組む。 

【具体的な取り組み】 

○進路指導主事を中心とした校内進路指導体制を確立する。 

○高等学校等の特色や選抜の方法等について、生徒・保護者が十分理解し進路選択できるよう、資

料・情報の収集と提供に努める。 

○地域の人材や勤労に関する学習ができる施設の活用など、進路にかかわる啓発的な体験を積極的

に取り入れ、指導の充実を図る。 

○生徒が、現在及び将来の生き方を考え、行動する態度や能力を育成することができるよう、ガイ

ダンスの機能の充実を図る。 

○生徒が家庭事情や経済的理由により進学を断念することがないよう、適切な指導及び支援を行う。 

 

豊かな心と健やかな体を育む教育の充実 

４．道徳教育について 

（11）道徳教育の全体計画及び年間指導計画の下、ローテーション道徳やスキルアップ道徳を取り

入れた道徳教育の充実を図る。 

（12）道徳教育推進教師を中心に、全体計画・年間指導計画に基づく「特別の教科 道徳」を要と

する教育活動全体を通じ、生徒が道徳的価値を自分事とし、多面的・多角的に考えたり、議

論したりすることにより、自己の人間としての生き方について考えを深める学びにより、道

徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を身につける。 

（13）「特別の教科 道徳」の指導方法や評価の在り方について組織的に研究・実践及び検証を行

う。 

【具体的な取り組み】 

○子どもとの好ましい人間関係を基盤とした、内面にふれる「心の教育」を推進する。 

○すべての教育活動を通じて、道徳的心情、判断力、実践意欲と態度などの道徳性を育成する。 

○体験活動等により、規範意識や社会性を育成する。 

○国、府や市の資料等を積極的に活用する。 

○道徳の授業公開や地域の人々の参画等によって、家庭や地域社会との連携を図る。 

５．人権教育について 

（14）枚方市「人権教育基本方針」を踏まえ、人権教育を学校教育に正しく位置づけ、校内体制を

整備した組織的な指導に努める。 

（15）生徒の実態に踏まえた全体計画及び年間指導計画の作成と活用を行い、年度途中であっても

適切な見直しを行うなど、日常的に人権感覚の醸成を促す。 

（16）在日韓国・朝鮮人問題、部落差別（同和問題）、ＬＧＢＴＱ問題 等、我々の周りにある様々

な人権課題について取り上げ、人権尊重についての理解を深めさせる取り組みを行う。 

【具体的な取り組み】 

○教職員一人ひとりが、豊かな人権意識・感覚をもって教育活動を展開できるよう研修を充実する。 



○生徒一人ひとりの自尊感情を育むとともに、文化の違いを互いに尊重し共に生きる力を育む教育

を推進する。 

○障がいのある生徒等の人権を尊重することを基本に、障がい者理解を進める学習活動を推進する。 

○男女平等等を基礎とした教育活動を適切に計画・実施する。 

○性的マイノリティについての理解を深め、誰もが相談しやすい環境を整え、個々の心情に配慮し

た教育を進める。 

○家庭や地域との連携を深め、人権意識の高揚・啓発を積極的に推進する。 

○セクハラ、パワハラ等、あらゆるハラスメントに関して相談窓口の機能を充実するとともに、研

修等を通して人権意識の高揚を図り、防止に努める。 

○虐待の防止にあたっては早期発見に努め、発見に至っては関係機関と連携する。 

○新型コロナウイルス感染症にかかる偏見や差別を生まないための取り組みを行う。 

〇多文化研究会事務局校として事務局長を本校に置く。 

６．健康教育について 

（17）「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」等の結果を分析・活用した、体力向上推進計画を

作成し、家庭･地域と連携して体力向上の取り組みを図る。 

（18）食物アレルギーの生徒については、大阪府「学校における食物アレルギー対応ガイドライン」

等を活用し、保護者と主治医との連携を図りながら、全ての教職員が情報を共有して対応に

努める。 

（19）学校全体で新型コロナウイルス感染症対策を推進する。 

【具体的な取り組み】 

○体力や運動能力の実態を的確に把握し、指導の改善に資するとともに、体力づくりに積極的に取

り組み、計画的に体力・運動能力の向上に努める（年間計画の作成）。 

○学校保健委員会の設置、活性化を図り、家庭・地域と連携して、生徒自らが食事・運動・休養の

「健康３原則」等の望ましい生活習慣を確立する。 

○健康相談を充実させ、健康教育を一層推進する。 

○感染症や食中毒の動向に十分留意し、安全・衛生管理の徹底を図る。 

○「食」に関する指導を教育課程に位置づけ、学校・家庭・地域が連携・協力し、望ましい生活習

慣の形成に努める。 

○エピペン、ＡＥＤの使用について全教職員で研修を行う。 

○性教育及びエイズ教育については、研修を深め、発達段階に応じて計画的に指導する。 

７．特別活動・その他の教育活動について 

（20）生徒の発達段階等を考慮し、各教科、道徳、及び「総合的な学習の時間」等の指導との関連

を図りながら計画的に実施する。 

（21）生徒の自主的・実践的な活動を促し、規律正しい充実した学校生活を築かせる。 

（22）部活動については全員顧問制とし、「長尾中学校 部活動に係る活動方針」に基づき、生徒

の多様な活動･経験を通して人間的な成長をめざす。 

（23）生徒の十分な休養の確保及び熱中症対策、並びに教員の「働き方改革」を推進する観点から、

練習時間や休養日の設定を適切に行う。 

【具体的な取り組み】 



○生徒会専門委員会活動や文化祭等のイベントの実行に関する活動などを通して自治活動の重要

性や楽しさを体感させるとともに、学校を愛する心を醸成させる。 

○教職員及び生徒全員が、日々の清掃活動を行うことにより、美化意識の高揚を図る。また、「地

域の清掃」などのボランティア活動等、体験的な活動を通して、地域貢献、美化意識の高揚、奉

仕の精神を醸成する。 

○学級活動等の指導においては、生徒がよりよく考え行動できるよう、適切な情報提供や説明など

の指導援助を行うガイダンスの機能の充実を図る。 

○部活動は学校の管理下のもと教育活動として実施する。また、週二日の休養日を設ける。 

○地域行事、イベント等への生徒の参加を積極的に推進する。 

教職員の資質と指導力の向上 

８．教職員の服務について 

（24）教育公務員は、教育を通じて全体に奉仕するものであり、生徒の人格形成を支援する自覚と

責務をもって職務にあたるものとする。 

（25）職務を遂行するに当つて、法令、条例、地方公共団体の規則及び地方公共団体の機関の定め

る規程に従い、国民全体の奉仕者にふさわしい厳正な服務規律を確保する。 

９．学校の業務改善について 

（26）教職員の労働安全衛生に対する意識の醸成を図り、健康保持及び快適な職場環境の構築に努

める。 

（27）業務改善推進委員会を核として、ICT機器の活用を含めた業務の効率化を推進する。 

10．教職員研修について 

（28）公教育に携わる者としての使命を自覚し、自らの資質の向上に努める。 

（29）学習指導の内容・方法について研究授業を推進し、組織的・計画的に実施する。 

【具体的な取り組み】 

〇 学校環境を取り巻く環境の変化を前向きに受け止め、主体性を発揮しながら個別最適な学び、

協働的な学びにより、教職生涯を通じて学び続ける。 

〇 常に研究と修養に励み、互いに学び合う姿勢を通して同僚性を高め、組織的対応により、職務

を遂行する。 

「ともに学び、ともに育つ」教育の充実 

11．支援教育について 

（30）全ての生徒、教職員及び保護者、地域に対し、支援教育の理解と推進を啓発し、インクルー

シブ教育システムの理念を踏まえた取り組みを進めるとともに、「ともに学び、ともに育つ」

という観点から集団づくりの一層の充実等、人権が尊重された教育の推進に努める。 

（31）障害のある生徒及びその保護者の意向を受け止め、十分な配慮のもとに合理的配慮の観点を

踏まえた支援教育に全教職員で取り組む。 

【具体的な取り組み】 

〇すべての教職員が支援教育に関する理解を深め、障がいのある子ども一人ひとりの教育的ニーズ

に的確に応える指導・支援を提供することにより、障がいのある子どもの学びの充実をめざす。 

○一人ひとりの障がいの状況に応じた個別の教育支援計画、個別の指導計画に基づき、適切な教育

課程を編成し、個々の教育的ニーズに的確に応える指導を提供できるよう、通常の学級や通級に

よる指導、支援学級という、連続性のある多様な学びの場の充実を図るとともに個に応じた指導

と、集団における指導をバランスよく行い、障がいのある子どもの学びの充実をめざす。 



○支援学級における指導の内容及び指導時数に十分留意する 

○自立活動を充実させるなど、指導方法の工夫や改善に努める。 

○通常の学級に在籍する LD、ADHD、高機能自閉症等、特別支援に該当する生徒の指導にあたっては、

支援教育コーディネーターを中心に、全校的な支援体制のもと適切な指導を行う 

○教職員の障がいのある生徒への理解を深め、全校的な協力体制を確立する。 

○小中間の連携を深め、一人ひとりの障がいの状況を把握し、継続的な指導に努める。 

○障がいのある生徒の進路について十分に情報提供し、進路の確保に努める。 

社会に開かれた学校づくりの推進 

12．学校･家庭･地域の連携について 

（32）「開かれた学校」から地域と一体となって生徒を育む「地域とともにある学校」への推進に

心がけ、家庭や地域との双方向への交流を積極的に進める。 

【具体的な取り組み】 

○『学校づくりは地域づくり』であることを踏まえ、学校・家庭・地域が連携して子どもの育ちを

支援する。 

○土曜授業やオープンスクール等を活用した、保護者・地域が学校教育に参画しやすい取り組みを

推進する。 

○教育活動に関する情報をＨＰや通信等で保護者や地域に積極的に提供する。 

○学校に対する要望・意見等を十分受け入れるため、「学校教育自己診断」等を活用し相互理解を

深める。 

○ＰＴＡや地域教育協議会の活動、また地域行事等に、教職員や生徒を積極的に参加させるよう努

める。 

○地域教育協議会と連携し、学校・家庭・地域の総合的な教育力の構築を図り、地域住民の豊かな

人間関係づくりをめざす。 

学びのセーフティーネットの構築 

13.安全について 

（33）大阪北部地震をはじめ、東日本大震災・阪神淡路大震災等の教訓を風化させることなく、様々

な災害を想定した実践的な避難訓練を行い、万が一の事態に備え、「主体的に行動する態度」

「自助・共助を大切にする態度」を育成するよう指導する。 

（34）警察や地域と連携した実践的な防犯訓練の実施により、生徒が生涯を通じて安全な生活を送

る基礎を培い、自らの命を守り抜くための「主体的に行動する態度」の育成に努める。 

【具体的な取り組み】 

○安全・安心な学習環境を保持するため、定期的な安全点検の実施により事故の未然防止に努める。 

○近年の 6月・7月の異常高温を受け、今年度も体育祭は 10月に開催する。 

○危機管理マニュアルは実行あるものとして常に改善を図り、学校の安全管理体制の充実に努める。 

○教職員の学校安全及び危機管理に関する研修や、生徒の実践的な防犯・防災訓練を通して、学校

全体の危機意識の向上を図る。 

○事件･事故等発生の場合は速やかで適切な初期対応を行うとともに管理職に報告する。 

○災害や不審者等に備えた安全教育を充実させ、家庭との連絡方法・登下校の安全確保等も含めた

防災訓練等を実施し、常にその改善に努める。さらに、保護者や地域の関係団体等の協力を得て、

地域で安全確保の取組に努める。 



○地域･保護者と協力し、計画的に交通安全指導を行う 

13.生徒指導について 

（35）生徒指導主事を中心に組織的な生徒指導体制を確立する。 

（36）いじめは重大な人権問題であるとの認識のもと、加害者への教育的配慮とともに、被害者の

精神 的苦痛や不安を克服できるよう、誠実かつ丁寧に組織的対応を行う。 

（37）全教職員がカウンセリングマインドを身に付けた生徒指導を行う。 

（38）生徒の生活実態を把握して指導方針を確立し、問題行動の未然防止に努める。 

（39）不登校の「未然防止」「早期発見・早期対応」 「登校支援」を計画的に行う。 

【具体的な取り組み】 

○いじめの未然防止に努めるとともに、アンケート調査、個人面談による実態把握に努め、い

じめを早期に発見し、積極的に認知するよう努め、認知により、教職員が一人で抱え込むこ

となく、速やかに「いじめ防止等の対策のための組織」と情報を共有し、当該組織が中心と

なり、迅速な情報収集・情報共有に努め、明確な方針のもと、被害生徒・保護者に寄り添っ

た組織的対応を行う。 

○生徒の問題行動には複数の教師で対応し、事実関係を正確に把握して適切な初期対応に努め

るとともに、管理職及び学年に速やかに報告して組織的に対応する。 

○子ども支援コーディネーター、スクールカウンセラーを活用し、生徒への相談体制を確立す

る。 

○不登校支援については未然防止・早期発見・早期対応に努め、欠席しがちになる等の兆候を

把握した場合は、機を逸することなく家庭訪問等を通じて保護者との協力体制を築き、きめ

細やかで適切な対応を図るとともに、スクールカウンセラーや不登校支援協力員等と連携し、

相談体制の充実、ICT機器の活用を含む継続的な支援を行う。また、すべての生徒が安心し

て過ごせるよう、自己肯定感や自己有用感を高めることや居場所づくり、子どもどうしの絆

づくり等、魅力ある学校づくりを推進する。 

○「学校いじめ防止基本方針」に基づき、生徒主体の学習活動や生徒会活動等を通して、いじ

め等のない学校づくりを推進する。 

○子ども家庭センター、子どもの育ち見守りセンター、警察等の関係諸機関との連携に努める。 

○生徒指導方針を保護者に示し、学校・家庭が一致した指導が行えるよう理解を求める。 

学びを支える教育環境の充実 

（40）学校施設の日常的な管理を行うとともに、生徒の「自分たちの学校を大切に使おう」という

態度の育成に努める。 

（41）ＩＣＴ機器を取り扱うにあたり、教職員一人一人が「枚方市立学校情報セキュリティポリシ

ー」に沿ったリテラシーを身につけ、活用に努める。 

生涯学習の推進と図書館の充実 

（42）豊かな心を育てるとともに、主体的に問題解決や探究活動に取り組むことによって情報活用

能力等を育成 するため、学校図書館運営方針及び年間計画を策定する 

（43）学校図書館運営方針及び年間計画に則って、司書教諭・学校司書を核とし、読書活動を推進

し、 学校全体で各教科等における学習や教科横断的・探求的な学習が充実するよう、学校

図書館の効果的な 活用に積極的に取り組む。 

 

 

 



【具体的な取り組み】 

〇「学習・情報センター」として、年間指導計画に基づき、各教科等の学習において活用しやす

い環境を整え、 授業で役立つ資料を準備するなどの取組を充実させるために、公立図書館

と連携を図り、団体貸し出し等 のサービスも積極的にする。 

文化・スポーツなどの生涯を豊かにする体験活動の充実 

（44）地域等との連携により社会と関わる機会を充実し、積極的に学校施設等を開放することによ

り、体験活動を充実させる。 


